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中
間
行
政
報
告

平
成
29
年
度

　

平
成
29
年
９
月
邑
南
町
議
会
定
例
会
に

あ
た
り
、
決
算
状
況
、
財
政
状
況
お
よ
び

現
在
進
め
て
い
る
諸
施
策
等
に
つ
い
て
中

間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
を
抜
粋
し

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
問
題

　

こ
れ
ま
で
度
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発

射
が
行
わ
れ
緊
張
状
態
に
あ
り
ま
し

た
が
、
８
月
10
日
に
北
朝
鮮
が
中
距

離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
で
グ
ア
ム
包
囲
射

撃
を
計
画
し
て
い
る
と
の
発
表
を
し

た
こ
と
か
ら
、
緊
張
が
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
８
月
29
日
、
北

朝
鮮
西
岸
か
ら
弾
道
ミ
サ
イ
ル
１
発

が
発
射
さ
れ
、
襟
裳
岬
沖
の
太
平
洋

に
落
下
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
が
作
動
し
、
対
象
と
な
る

北
海
道
、
東
北
地
方
な
ど
12
道
県
に

警
報
周
知
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
射
で
特
に
被
害
や
落
下
物

な
ど
の
報
告
は
な
か
っ
た
そ
う
で
す

が
、
北
朝
鮮
が
計
画
し
て
い
る
グ
ア

ム
包
囲
射
撃
で
は
島
根
県
上
空
を
通

過
す
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。
町
と

し
て
は
、
情
報
収
集
に
努
め
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
被
害
を
防
ぐ
事
が
で
き

る
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

◆
邑
南
町
版
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略

　

昨
年
度
の
反
省
を
踏
ま
え
、
本
年

度
は
事
業
実
施
団
体
の
事
務
局
と
定

住
促
進
課
を
含
む
支
援
組
織
が
一
堂

に
会
し
て
情
報
交
換
す
る
事
務
局
会

議
を
開
き
事
業
推
進
し
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
は
７
月
12
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し

て
い
る
平
成
29
年
度「
都
市
交
流
推

進
拠
点
整
備
事
業
」に
は
、
日
貫
・
布

施
の
２
地
区
が
コ
ン
ペ
に
応
募
し
ま

し
た
。
１
次
審
査
で
は
、
審
査
員
か

ら
多
く
の
指
摘
事
項
が
あ
り
ま
し
た

が
、
２
次
審
査
で
は
課
題
を
見
事
に

克
服
さ
れ
高
評
価
を
得
ま
し
た
。
９

月
１
日
に
採
択
決
定
し
、
同
日
各
地

区
に
決
定
通
知
を
送
付
し
ま
し
た
。

◆
三
江
線
代
替
交
通
確
保
等
の
取
り

組
み

　

第
３
回
三
江
線
代
替
交
通
確
保
調

整
協
議
会
が
９
月
１
日
に
開
催
さ

れ
、
代
替
交
通
の
運
行
計
画
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

邑
南
町
に
乗
り
入
れ
る
美
郷
〜
三

次
間
の
ル
ー
ト
は
、
羽
須
美
支
所

を
乗
り
継
ぎ
拠
点
と
し
て
、
国
道

３
７
５
号
、
広
島
県
道
62
号
、
国
道

54
号
を
経
由
す
る
現
在
の
備
北
交
通

の
ル
ー
ト
を
１
日
５
往
復
運
行
し
ま

す
。

　

土
日
・
祝
日
は
邑
南
町
ま
で
は
３

往
復
、
美
郷
町
ま
で
２
往
復
運
行
し

ま
す
。
作
木
町
の「
川
の
駅
常
清
」

か
ら
国
道
３
７
５
号
を
通
り
三
次
市

を
結
ぶ
君
田
交
通
の
ル
ー
ト
も
１
日

５
往
復
運
行
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
幹
線
ル
ー
ト
へ
の
接

続
便
と
し
て
、
宇
都
井
地
区
か
ら
羽

須
美
支
所
ま
で
の
定
時
定
路
線
運

行
、
並
び
に
口
羽
地
区
内
の
引
城
、

坂
谷
、
下
瀬
、
江
平
、
上
ヶ
畑
エ
リ

ア
対
象
の
デ
マ
ン
ド
運
行
を
そ
れ
ぞ

れ
町
営
バ
ス
で
行
う
事
に
つ
い
て
も

確
認
し
ま
し
た
。

　

三
江
線
沿
線
地
域
の
持
続
可
能
で

よ
り
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
体
系

の
構
築
を
目
指
す
三
江
線
沿
線
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
で
は
、
８

月
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
意
見
を
参
考
に
、
10
月
１
日
か

ら
の「
三
江
線
沿
線
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
」の
実
施
に
向
け
た
最

終
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
に
江
の
川
鉄
道
応
援

団
、
並
び
に
三
江
線
地
域
フ
ォ
ー
ラ

ム
か
ら「
邑
南
町
に
お
け
る
三
江
線

鉄
道
資
産
を
生
か
し
た
観
光
振
興
策

の
提
言
」と
し
て
鉄
道
公
園
化
構
想

の
提
言
書
が
町
内
外
３
，
２
７
７
人

の
署
名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
邑
南
町
の
み
な
ら
ず
、
沿
線
地

域
の
県
・
市
町
・
経
済
団
体
や
民
間

団
体
が
連
携
し
て
、
三
江
線
の
鉄
道

資
産
を
活
用
し
た
振
興
策
に
取
り
組

む
と
い
う
も
の
で
す
。
民
間
主
導
の

振
興
計
画
が
初
め
て
示
さ
れ
ま
し

た
。
時
間
が
限
ら
れ
る
事
項
も
あ
る

た
め
、
内
容
の
検
討
を
急
い
で
い
ま

す
。

　

代
替
交
通
確
保
を
最
優
先
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
が
、

今
回
運
行
計
画
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
の
協
議
で
残
さ
れ
た

課
題
に
つ
い
て
議
論
が
本
格
化
す
る

と
考
え
ま
す
。
引
き
続
き
両
県
・
Ｊ

Ｒ
等
の
関
係
者
と
共
に
、
持
続
可
能

で
よ
り
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
の

確
保
と
沿
線
地
域
振
興
に
向
け
た
取

組
み
の
具
体
化
に
向
け
た
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

◆
矢
上
高
校
教
育
振
興
の
取
り
組
み

　

本
町
職
員
の
山
本
翔
君
が
矢
上
高

校
か
ら
の
要
請
に
よ
り
矢
上
高
校
野

球
部
の
監
督
に
就
任
し
ま
し
た
。
山

本
君
は
、
今
回
の
夏
の
甲
子
園
に
福

岡
県
代
表
で
出
場
し
た
福
岡
県
立
東

筑
高
等
学
校
出
身
で
す
。

　

プ
ロ
野
球
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
選

手
や
広
島
経
済
大
学
野
球
部
の
監
督

を
経
て
本
年
４
月
に
本
町
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
目
的
と
し
て
職
員
に
採
用

し
ま
し
た
。
６
月
に
矢
上
高
校
か
ら

野
球
部
外
部
コ
ー
チ
へ
の
就
任
の
依

頼
が
あ
り
週
２
回
程
度
指
導
を
し
て

い
ま
し
た
が
、夏
の
大
会
が
終
了
し
、

新
チ
ー
ム
に
な
る
段
階
で
正
式
に
監

督
就
任
と
な
り
ま
し
た
。
山
本
君
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
高
校
生
に
伝
え

る
こ
と
で
高
校
生
の
技
術
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
的
な
成
長
も
期
待

で
き
ま
す
。

　

矢
上
高
校
は
魅
力
化
事
業
に
取
り

組
み
、
多
く
の
中
学
生
に
志
願
し
て

い
た
だ
く
学
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。

矢
上
高
校
は
県
立
高
校
で
す
が
、
町

の
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
存
在
感

は
と
て
も
大
き
く
、
野
球
部
の
実
力

を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
更
な
る
魅
力

化
が
図
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
引
き
続
き
小
学
校
、
中
学

校
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
出
向
い
て

い
き
ま
す
。

◆
福
祉
施
設
の
譲
渡

　

町
立
く
る
み
邑
美
園
は
、
昨
年
か

ら
譲
渡
に
関
し
邑
智
福
祉
振
興
会
と

継
続
し
て
協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
今
年
７
月
に
双
方
で

合
意
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
指
定
管
理
期
間
を
今
年

度
末
ま
で
に
変
更
し
、
平
成
30
年
４
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月
１
日
付
け
で
建
物
お
よ
び
備
品
一

式
を
無
償
譲
渡
す
る
こ
と
、
土
地
は

無
償
貸
し
付
け
と
す
る
こ
と
で
す
。

　

石
見
地
域
に
あ
る
町
立
保
育
所

（
い
わ
み
西
保
育
所
、
東
保
育
所
、

日
貫
保
育
所
）は
、
昨
年
４
月
か
ら

譲
渡
に
関
し
石
見
さ
く
ら
会
と
継
続

し
て
協
議
を
続
け
て
い
ま
す
。
現

在
、
詰
め
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
譲
渡
の
時
期
は
平
成
30
年
４
月

１
日
、
建
物
お
よ
び
備
品
一
式
を
無

償
譲
渡
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
土
地

に
つ
い
て
は
無
償
貸
し
付
け
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の

設
置

　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

は
、
認
知
症
に
係
る
専
門
的
な
知

識
、
技
能
を
有
す
る
医
師
の
指
導
の

も
と
、
複
数
の
専
門
職
が
認
知
症
が

疑
わ
れ
る
人
の
状
態
の
把
握
や
家
族

支
援
等
を
包
括
的
集
中
的
に
行
う
も

の
で
す
。

　

今
年
度
、
福
祉
課
内
の
保
健
師
、

看
護
師
、
社
会
福
祉
士
に
よ
る
支
援

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
専
門

医
は
北
広
島
町
の
千
代
田
病
院
に
委

託
し
て
い
ま
す
。

　

支
援
チ
ー
ム
は
自
宅
を
訪
問
し
、

医
療
機
関
の
受
診
が
必
要
な
場
合
は

受
診
の
た
め
の
動
機
づ
け
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
の
勧
奨
、
認
知

症
の
重
症
度
に
応
じ
た
助
言
等
を
行

い
ま
す
。
支
援
期
間
は
対
象
者
が
医

療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
安
定
的
な
支
援
に
移
行
す
る
ま
で

の
間
、
最
長
で
概
ね
６
か
月
で
す
。

◆
平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
制
度
改

革
　

国
保
制
度
改
革
の
一
つ
に「
運
営

の
あ
り
方
の
見
直
し
」が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
安
定
的

な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
の
確

保
等
の
国
保
運
営
に
中
心
的
な
役
割

を
担
い
、
制
度
の
安
定
化
を
図
る
も

の
で
す
。
市
町
村
は
地
域
住
民
と
身

近
な
関
係
の
中
、
引
き
続
き
資
格
管

理
、
保
険
給
付
、
保
険
料
率
・
保
険

税
率
の
決
定
、
賦
課
・
徴
収
、
保
険

事
業
等
、
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か

い
事
業
を
担
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
保
険
料
率
・
保
険
税

率
は
市
町
村
が
都
道
府
県
の
示
す
標

準
保
険
料
率
な
ど
を
参
考
に
定
め
、

賦
課
・
徴
収
し
、
都
道
府
県
が
市
町

村
ご
と
に
決
定
し
た
納
付
金
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
保
険
給
付
に

必
要
な
費
用
は
、
全
額
都
道
府
県
か

ら
市
町
村
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

島
根
県
は
国
保
運
営
に
関
す
る
基

本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
保
険
料
率

の
設
定
は
当
面
各
市
町
村
の
医
療
費

水
準
を
反
映
し
た
保
険
料
率
と
し
、

将
来
的
に
は
県
内
で
一
本
化
し
た
保

険
料
率
を
目
指
す
よ
う
検
討
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
事
務
処
理
の
統
一
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
、
統
一

で
き
る
事
務
や
基
準
は
可
能
な
限
り

統
一
す
る
こ
と
、
医
療
費
適
正
化
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
は
、
県
内

の
取
組
状
況
を
整
理
し
、
全
体
の
底

上
げ
を
図
る
と
と
も
に
優
良
事
例
は

積
極
的
に
参
考
と
し
、
横
展
開
を
図

る
こ
と
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
島
根
県
の
国
保
運
営
方
針

案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
今
年

10
月
頃
、
納
付
金
及
び
標
準
保
険
料

率
が
平
成
30
年
１
月
頃
提
示
さ
れ
る

予
定
で
す
。
町
と
し
て
は
、
県
が
示

す
標
準
保
険
料
率
を
基
に
今
後
の
保

険
税
率
等
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

◆
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

　

し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
長
の
選

考
は
、
全
国
か
ら
87
人
の
応
募
が

あ
っ
た
中
か
ら
、
６
月
に
富
士
市

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
小
出
セ
ン

タ
ー
長
と
共
に
一
次
書
類
審
査
を
行

い
、
５
人
の
候
補
者
に
絞
り
込
み
ま

し
た
。
７
月
に
は
邑
南
町
役
場
で
小

出
氏
や
町
内
の
会
社
経
営
者
な
ど
を

審
査
員
と
し
て
二
次
面
接
審
査
を
行

い
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
セ
ン
タ
ー

長
１
人
を
内
定
し
ま
し
た
。

　

名
前
は
、
三
浦
伸
太
郎
さ
ん
、
年

齢
は
38
歳
で
、
現
住
所
は
愛
知
県
豊

橋
市
で
す
。
10
月
２
日
に
辞
令
交
付

を
行
い
、
非
常
勤
特
別
職
と
し
て
採

用
す
る
予
定
で
す
。
現
在
、
着
任
に

向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
田
所
公
民
館
内
に
開
設
す

る
し
ご
と
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
は
、
９

月
中
旬
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

◆
邑
南
町
進
出
企
業
人
材
確
保
対
策

会
議

 

深
刻
化
す
る
町
内
進
出
企
業
の
人

手
不
足
に
町
、
企
業
、
関
係
機
関
が

連
携
し
て
取
り
組
む
た
め
、
昨
年
11

月
に
発
足
し
ま
し
た
。

 

対
策
会
議
で
は
重
点
目
標
を「
定

住
対
策
の
強
化
」、「
企
業
と
学
校
等

と
の
連
携
」、「
魅
力
あ
る
会
社
づ
く

り
」、「
企
業
支
援
体
制
の
強
化
」の
４

項
目
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
対

す
る
取
り
組
み
を
示
し
た「
人
材
確

保
実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

 

こ
の
計
画
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

り
、
定
住
を
促
進
し
、
進
出
企
業
の

人
材
確
保
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
相
互
併
任
制
度
の
活
用

 

平
成
28
年
度
に
引
き
続
き
、
島
根

県
と
邑
南
町
は
税
務
職
員
相
互
併
任

制
度
を
活
用
し
て
、
平
成
30
年
３
月

末
ま
で
の
間
、
税
務
職
員
の
共
同
徴

収
、
徴
収
実
務
検
討
会
を
開
催
し
徴

収
技
術
を
向
上
し
て
い
き
ま
す
。

　

徴
収
担
当
職
員
の
奮
闘
努
力
に
よ

り
町
税
は
島
根
県
内
屈
指
の
徴
収
率

を
堅
持
し
て
い
ま
す
。
滞
納
繰
越
額

も
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
な

お
一
層
の
滞
納
額
の
縮
減
を
目
指
し

精
励
し
ま
す
。

◆
農
林
業
振
興

　

今
年
の
作
柄
は
５
月
、
７
月
の
高

温
と
日
照
に
よ
り
島
根
県
西
部
、
東

部
と
も
に「
や
や
良
」と
見
込
ま
れ
て

お
り
、全
国
的
に
も
豊
作
基
調
で
す
。

　

し
か
し
、
水
稲
生
産
農
家
に
飼
料

用
稲
や
飼
料
用
米
へ
の
転
換
を
全
国

規
模
で
推
進
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一

昨
年
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
主

食
用
水
稲
の
生
産
数
量
目
標
が
達
成

で
き
そ
う
だ
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

の
で
、
大
幅
な
需
給
緩
和
は
想
定
し

に
く
い
と
の
見
方
が
強
い
よ
う
で

す
。

　

７
月
末
に
町
内
一
斉
に
行
っ
た
転

作
確
認
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
今
年

の
水
稲
の
需
給
調
整
は
、
主
食
用
水

稲
配
分
面
積
１
，０
４
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
対
し
て
、１
，０
３
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
作
付
と
な
っ
て
お
り
、
作
付
率

は
99
．２
％
で
す
。
転
作
作
物
は
飼

邑南町しごとづくりセンターのスタッフ
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料
用
稲
が
58
．３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
飼

料
用
米
が
15
．７
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大

豆
が
12
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
そ
ば
が
６
．

１
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
土

地
利
用
型
作
物
へ
の
転
換
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。

　

米
の
買
取
価
格
は
、
邑
智
地
区
本

部
で
は
主
力
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
１
等
米

で
30
㎏
あ
た
り
６
，５
０
０
円
、ハ
ー

ブ
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
７
，１
０
０
円

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
収
穫
量
と
買
い
入
れ
単
価

は
例
年
以
上
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
台
風
な
ど
の
気
象
状
況
と
等

級
検
査
の
状
況
を
見
守
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
建
設
関
係
事
業

　

浜
田
作
木
線
高
見
工
区
、
吉
時
地

内
の
道
路
改
良
工
事
は
新
た
に
落
石

対
策
が
必
要
と
な
り
調
査
設
計
を
行

う
た
め
現
在
工
事
を
中
断
し
て
い
ま

す
が
、
今
月
中
旬
に
は
工
事
を
再
開

し
、来
年
２
月
に
は
完
成
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
日
貫
吉
原
工
区
は
矢
上
側

約
３
０
０
ｍ
が
本
年
度
供
用
開
始
を

目
標
に
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

仁
摩
邑
南
線
荻
原
工
区
は
、
今
年

度
秋
に
工
事
発
注
予
定
で
す
。
国
道

２
６
１
号
鱒
渕
工
区
は
現
在
用
地
補

償
を
進
め
て
お
り
、
秋
以
降
、
工
事

発
注
の
予
定
で
す
。
甲
田
作
木
線
、

田
所
国
府
線
は
昨
年
度
に
引
き
続
き

改
良
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

町
道
改
良
事
業
は
、
12
路
線
の
改

良
・
舗
装
工
事
を
順
次
発
注
し
て
い

ま
す
。

　

落
石
対
策
は
、
伏
谷
線
、
坪
木
西

之
原
線
は
本
年
度
完
成
予
定
で
す
。

事
業
中
の
西
之
原
山
根
線
、
青
笹
線

に
つ
い
て
も
早
期
完
成
を
目
指
し
ま

す
。
落
石
等
危
険
箇
所
の
点
検
業
務

で
す
が
、
防
災
カ
ル
テ
作
成
予
定
箇

所
約
30
か
所
の
う
ち
19
か
所
は
今
年

度
発
注
を
終
え
て
い
ま
す
。
今
後
点

検
結
果
に
よ
る
優
先
順
位
に
よ
り
事

業
化
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、

町
道
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
利
用
者
か
ら

の
情
報
提
供
に
よ
り
危
険
箇
所
の
把

握
に
努
め
、
防
災
点
検
や
対
策
工
事

を
進
め
ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
整
備
で
す
が
、
住
環

境
の
改
善
を
目
的
と
し
た
ス
ト
ッ
ク

改
善
事
業
は
、
坂
谷
団
地
の
工
事
発

注
及
び
公
営
住
宅
建
設
事
業
の
中
組

団
地
の
建
築
工
事
の
発
注
を
終
え
て

い
ま
す
。

　

災
害
復
旧
事
業
で
す
が
、
６
月
豪

雨
及
び
７
月
梅
雨
前
線
豪
雨
の
影
響

に
よ
る
災
害
が
発
生
し
、
被
災
箇
所

の
現
地
精
査
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
国
庫
補
助
事
業
の
対
象
箇

所
は
農
地
28
か
所
、
農
業
用
施
設
６

か
所
、
林
道
１
か
所
、
町
道
３
か
所

で
す
。
小
災
害
の
対
象
箇
所
は
農
地

18
か
所
、
農
業
用
施
設
５
か
所
、
林

道
４
か
所
で
す
。
ま
た
、
公
共
土
木

災
害
復
旧
事
業
の
単
独
災
害
は
、
河

川
７
か
所
、
道
路
３
か
所
で
す
。
国

庫
補
助
事
業
は
、
９
月
初
旬
か
ら
10

月
上
旬
に
災
害
査
定
を
受
け
10
月
上

旬
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
工
事
発
注
を
行
い

早
期
の
復
旧
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、

小
災
害
、
単
独
災
害
に
つ
い
て
も
順

次
測
量
設
計
業
務
を
委
託
し
工
事
発

注
を
行
い
早
期
の
復
旧
を
目
指
し
ま

す
。

◆
学
校
教
育
課
関
係

　
「
平
成
28
年
度
邑
南
町
教
育
委
員

会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
点
検
・

評
価
報
告
書
」で
す
が
、「
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
第
26
条
」に
基
づ
き
、
今
定
例
議

会
に
お
い
て
教
育
委
員
会
か
ら
提
出

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
教
育
委
員
会
の

権
限
に
属
す
る
事
務
に
つ
い
て
自
ら

が
自
己
点
検
評
価
し
、
学
識
経
験
を

有
す
る
者
で
構
成
さ
れ
た
第
３
者
評

価
機
関
の
委
員
に
よ
る
意
見
を
付
し

て
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
な
お
、
評
価
結
果
は
今
後
の
教

育
行
政
推
進
の
一
助
と
さ
れ
ま
す
。

　

邑
南
町
内
の
中
学
３
年
生
と
高
校

１
年
生
が
一
緒
に
将
来
を
考
え
る

「
中
高
合
同
学
習
会
」を
８
月
に
元
気

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会

に
は
、
町
内
中
学
校
の
３
年
生
と
矢

上
高
校
の
１
年
生
約
１
３
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学

部
の
児
美
川
教
授
が「
夢
と
の
つ
き

あ
い
方
」と
題
し
て
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
た
中
高
生
と
や
り
取
り
し
な
が

ら
、
夢
は
自
分
の
中
で
育
て
て
い
つ

か
実
現
す
る
も
の
と
話
さ
れ
、
広
い

視
点
で
夢
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
中
高
生
は
将
来
の
職
業

に
つ
い
て
考
え
、
お
互
い
同
士
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
生
涯
学
習
課
関
係

　

７
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日

間
、
元
気
館
で
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
女
子

日
本
代
表
強
化
指
定
選
手
に
よ
る
合

宿
を
開
催
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
ボ
ー

ル
の
魅
力
を
直
接
体
感
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
17
日
に
は
町
民
を
対
象
に

ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

リ
ス
ト
、ま
た
、リ
オ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
時
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
た

浦
田
理
恵
選
手
に
よ
る
講
演
会
及
び

女
子
日
本
代
表
強
化
指
定
選
手
に
よ

る
体
験
会
を
開
催
し
１
２
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。「
障
が
い
」や「
障
が

い
者
」に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
も

の
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
時
期
に
毎
年
恒
例
と

な
っ
た
Ｎ
Ｅ
Ｃ
レ
ッ
ド
ロ
ケ
ッ
ツ
の

合
宿
を
開
催
し
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム

は
、
２
０
１
６
・
１
７
シ
ー
ズ
ン
Ｖ
・

プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
に
て
見
事
優
勝
さ

れ
、
日
本
一
に
輝
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
日
本
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
を

招
い
た
合
宿
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
る
絶
好
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
に
は
計
２
０
０
人
が
参
加
し
、
そ

の
迫
力
を
実
感
し
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

７
月
31
日
付
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共

和
国
か
ら
国
際
交
流
員
、
ハ
ー
ヴ
ィ

ス
ト
・
ア
ー
ロ
・
ア
ン
テ
ロ
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
今

後
２
０
２
０
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
ゴ
ー
ル
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
の
事
前
合
宿
招
致
に
向
け

て
の
取
り
組
み
、
邑
南
町
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
共
和
国
交
流
派
遣
事
業
に
お
け

る
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
、
町
内

の
学
校
と
の
交
流
、
民
間
レ
ベ
ル

で
の
交
流
等
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図

り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
と
の
よ

り
強
固
な
関
係
性
を
構
築
し
て
い
き

ま
す
。
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●邑南町基金残高（積立基金） ●邑南町町債残高

●公営事業会計決算

　国民健康保険事業は 6,983 万円の黒字となっ
ていますが、一般会計からの基準に基づく繰入
金約 1億 4,371 万円（職員給与費等、助産費、
財政安定化支援事業、保険基盤安定等（内国県補
助金約 5,142 万円））を繰り入れ、国保事業基金
約 2,481 万円を取崩した結果です。基金取崩を
除いて計算すると約 4,502 万円の黒字となりま
す。なお、基準に基づく繰入金 1億 4,371 万円
には交付税約 7,820 万円が算入されています。

平成 28 年度決算のポイント
　歳　入　
　平成28年度の歳入総額は、121億3,850万円で、
平成27年度（146億 6,489 万円）と比較して▲25
億 2,639 万円（▲ 17.2％）の減少となりました。
■主な増減要因
・地方債借入の減少
　　　　▲ 9億 5,550 万円（▲ 49.8％）
・国庫支出金の減少（災害復旧費国庫負担金など）
　　　　▲ 4億 9,072 万円（▲ 35.1％）
・県支出金の減少（災害復旧費県補助金など）
　　　　▲ 2億　293万円（▲ 17.8％）
・地方交付税の減少
　（普通交付税合併算定替えの縮減など）
　　　　▲ 1億 3,124 万円（▲ 2.0％）
・繰入金の減少
　　　　▲ 1億　　40万円（▲ 37.9％）

　歳　出　
　平成 28年度の歳出総額は、117億 9,092
万円で、平成 27 年度（143 億 447 万円）と
比較して 25億 1,355 万円（▲ 17.6％）の減
少となりました。
■主な増減要因
・災害復旧費の減少
　　　　▲ 13億　11万円（▲ 96.8％）
・普通建設事業費の減少
　　　　▲ 6億 2,965 万円（▲ 35.7％）
・基金積立金の減少
　　　　▲ 4億 5,825 万円（▲ 54.5％）
・公債費の減少
　　　　▲２億 3,162 万円（▲ 10.4％）

＊千円以下で四捨五入を行って
いるため、実際の数字と差異が
発生しています。

基　金　名 平成28年度末残高

一
般
会
計

財政調整基金 6億　956万円
減債基金 17億6,138万円

その他特定目的基金 22億7,315万円
一般会計　計 46億4,408万円

特
別
会
計

国民健康保険事業基金 902万円
簡易水道事業基金 0万円

生活排水処理事業基金 2,381万円
下水道事業基金 3,852万円
電気通信事業基金 1億5,652万円
特別会計　計 2億2,788万円

合計（積立基金） 48億7,197万円

会計名 平成28年度末残高
一般会計 137億1,417万円

特別会計
簡易水道事業 34億2,460万円
下水道事業 63億6,230万円
電気通信事業 8億　149万円
合　計 243億　256万円

会　計 歳入決算額 歳出決算額
国民健康保険事業 16億8,262万円 16億1,279万円
国民健康保険
直営診療所事業 5,343万円 5,136万円

後期高齢者医療事業 3億6,427万円 3億6,237万円
簡易水道事業 6億4,573万円 6億　665万円
下水道事業 8億5,471万円 8億3,828万円

平成 28年度　決算（資料：地方財政状況調査）

◆
選
択
と
集
中
に
よ
る「
邑
南
戦
略
」の
財
源
確
保
と
着
実
な
執
行

◆
地
区
別
戦
略
の
推
進

※本町の普通会計は、一般会計と電気通信事業特別会計（電
通会計）を合わせたものです。普通会計の決算額は、一般会
計から電通会計に対して支出された繰出金や庁舎、公民館
等公共施設のケーブルテレビ使用料など「1億 8,802 万円」
が二重計上とならないよう相殺した額となっています。
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●主な事業〔歳出〕
総務関係費
　まち・ひと・しごと創生総合戦略事業費

8,783 万円
　携帯電話等エリア整備事業費 9,247 万円
　生活交通確保対策事業費 8,164 万円
保健・福祉関係費
　老人福祉・老人保護措置費 ４億　610万円
　障害者福祉費 ４億2,363 万円
　介護保険事業費 ４億　753万円
　日本一の子育て村関連事業
　　児童福祉措置費 ５億9,936 万円
　　母子保健費（子ども医療費） 3,196 万円
　　予防費（母子予防接種事業費） 2,189 万円
　　病院費（公立邑智病院繰出金）３億3,281 万円
観光・交流・地域振興関係費
　農林商工等連携サポートセンター事業費

8,520 万円
　観光協会補助費 1,279 万円
労働関係費
　雇用安定事業費 303万円
建設関係費
　道路新設改良費 ２億8,397 万円
　公営住宅建設費 8,371 万円
　　うち森実住宅建設費 5,363 万円
　　うち布施住宅建設費 2,565 万円
　　うち順庵原住宅建設費 443万円
情報関係費
　ケーブルテレビ施設維持費 4,879 万円
おおなんケーブルテレビ業務委託費   5,978 万円

教育関係費
　スクールバス運営費 8,612 万円
　　うちスクールバス購入 958万円
　教職員住宅建設費 3,126 万円
　学校給食費 １億4,096 万円
　　うち東給食センター給食車購入事業  489 万円
　小学校費 １億4,501 万円
　　うち石見東小学校改修工事 488万円
　中学校費 9,513 万円
　　うち瑞穂中学校体育館屋根改修工事  623 万円
　　うち石見中学校体育館改修工事     1,440 万円
　公民館費 １億6,730 万円
　図書館費 1,699 万円
　元気館運営費 2,929 万円
　文化財保護費 3,237 万円
　パラリンピック招致活動費 1,074 万円
　体育施設費 1,491 万円
農林業関係費
　中山間地域等直接支払事業費 ２億3,301 万円
　多面的機能支払事業費 １億4,686 万円
　地籍調査事業費 １億3,758 万円
消防関係費
　江津邑智消防組合負担金 ３億3,016 万円
　防火水槽設置事業費 1,195 万円
　消防車整備費 2,530 万円
上下水道関係費
　簡易水道施設整備事業費 １億4,191 万円
　生活排水処理事業費 2,324 万円
災害関係費
　災害復旧費 4,305 万円

歳入総額　121億3,850万円

地方交付税
65億6,664万円
　（54.1％）

町債
９億6,170万円
　（7.9％）県支出金

９億4,022万円
　（7.7％） 自主財源

23億9,562万円
（19.8％）

依存財源
97億4,289万円
（80.2％）

歳入総額
約121億円

その他
２億1,446万円
　（1.7％）

町税
10億2,013万円（8.4％）

地方譲与税
１億5,240万円（1.3％）

その他
２億5,563万円（2.1％）

繰越金
３億6,043万円（3.0％）

繰入金
１億6,433万円（1.4％）

使用料
４億1,075万円（3.4％）

分担金及び負担金
１億8,435万円（1.5％）

国庫支出金
９億　747万円
（7.5％）
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歳出総額　117億9,092万円
目的別

歳出総額
約118億円

総務費
19億4,001万円
　（16.5％）

民生費
26億3,498万円
　（22.4％）

衛生費
12億8,679万円
　（10.9％）

土木費
８億7,487万円（7.4％）

教育費
９億9,675万円（8.5％）

公債費
19億9,413万円
　（16.9％）

議会費
9,990万円（0.8％）

労働費
383万円（0.0％）

農林水産業費
12億2,884万円
　（10.4％）

商工費
２億3,884万円（2.0％）

消防費
４億4,893万円（3.8％）

災害復旧費
4,305万円（0.4％）

歳出総額
約118億円

人件費
15億1,403万円
　（12.8％）

物件費
15億7,837万円
　（13.4％）

補助費等
21億1,203万円
　（17.9％）

普通建設事業費
11億3,648万円
　（9.6％）

扶助費
13億1,754万円
　（11.2％）

公債費
19億9,413万円
　（16.9％）

繰出金
15億3,215万円
　（13.0％）

その他の経費
　49.1％

その他
１億8,023万円（1.5％）積立金

３億8,291万円（3.3％）

災害復旧費
4,305万円（0.4％）

投資的経費
　10.0％

義務的経費
　40.9％

性質別

◆経常収支比率
　（財政の弾力性〔ゆとり〕を判断する指標）
　94.6％（前年度数値　94.4％）
　70 ～ 80％が適正な水準とされています。主
な要因として、歳入である地方交付税が昨年度と
比べ減少したことにより増加しました。

邑南町の主な財政指標

◆実質公債費比率
　（借入金の返済額およびこれに準じる額の大き
　さを指標化し、資金繰りの危険度を示す比率）
　14.7％（前年度数値　15.5％）
　25％が危険ライン（早期健全化基準）で、こ
れを超えると財政健全化計画を定めて財政健全化
を行う必要があります。

●町の決算を家計に例えると・・・

【支出】　118万円

【収入】　121万円
○自分で稼いだお金（自主財源）
　給料など（町税等）・・・・・・・・・・24万円
○仕送り（地方交付税、国・県補助金）・・84万円
○借金、住宅ローン等（町債）・・・・・・10万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

○生活費（総務費）・・・・・・・・・・・19万円
○借金の返済（公債費）・・・・・・・・・20万円
○家族の介護・医療・保育（民生費）・・・26万円
○健康増進（衛生費）・・・・・・・・・・13万円
○自宅・庭の改築改造（土木費）  ・・・・・9万円
○農業費（農林水産業費）・・・・・・・・12万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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　特別職は含んでいません。

８．部門別職員数の状況

部門　 一般行政部門 特別行
政部門 公営企業等

合計議
　
会

総
　
務

税
　
務

民
　
生

衛
　
生

農
林
水
産

商
　
工

土
　
木

小 

計
教
　
育

上
下
水
道

そ
の
他

派
　
遣

小 

計　区分

職員数（人） ２ 52 11 10 20 22 ５ 10 132 45 15 14 10 39 216

（平成 29年４月１日現在）

９．職員の任免状況
　・平成 28年度採用者  ６人
　・平成 28年度退職者 10人

10．職員の勤務時間
1 週間の正規の
勤務時間

1日の正規の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間 45分 ７時間 45分 ８：30 17：15 12：00 ～ 13：00

11．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成28年度）
（１）分限処分者数　１人
（２）懲戒処分者数　０人

12．職員の服務の状況
（１）一般職員の年次有給休暇の取得状況

総付与日数
Ａ（日）

総取得日数
Ｂ（日）

全対象職員数
Ｃ（人）

平均取得日数
Ｂ／Ｃ（日）

消化率
Ｂ／Ａ（％）

7,699 2,398 204 11.75 31.15
（注）対象期間　暦年（平成 28年１月１日から平成 28年 12月 31 日まで）
（２）育児休業の取得状況（平成 28年度）

区分 育児休業取得者数 部分休業取得者数
男性職員 ０ ０
女性職員 ２ 2
計 ２ 2

（３）介護休業の取得状況（平成 28年度）
区分 介護休業取得者数
男性職員 ０
女性職員 ０
計 ０

13．職員の研修及び勤務成績の状況
（１）研修状況

研修項目 研修数 研修参加者
総務省自治大学校 ２ ２
市町村アカデミー １ １
地域活性化センター ２ ２

島根県 16 51
島根県自治研修所 16 55

島根県市町村総合事務組合・
島根県町村会 14 27

その他 27 574

14．職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）安全衛生委員会

区分 選任状況
衛生管理者 １
産業医 １

安全衛生委員会 12

（２）勤務成績の評定状況
・邑南町人事評価制度に基づいて、全職員を対象に実施しました。
　①半期ごとに目標管理シートを作成し、管理監督者との面談を行い、職員の能力向上、職務改善を図っています。
　②人事評価シートにより、半期の実績を振り返り、次期へのステップアップのきっかけとしています。
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１．人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳
人口

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
27年度人件費率

28年度   Ｈ 28.12.31
      11,208 人

千円
  11,790,924

千円
     339,928

千円
   1,514,033

％
        12.8

％
          10.2

( 注）1　人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含んでいます。（地方財政状況調査区分による）

２．職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
Ａ

給　　　与　　　費 １人当たり
給与費 B/A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

28年度 人
       185

千円
   697,534

千円
    102,955

千円
   262,142

千円
 1,062,631

千円
      5,743

（注）１　職員手当には退職手当を含んでいません。　３．職員数は平成 28年４月１日現在の人数です。
　　 ２　普通会計には電気通信事業会計も含みます。

４．職員の初任給の状況
（平成 29年４月１日現在）

区　分 一般行政職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

邑 南 町 326,495 円 401,756 円 43.4 歳

（平成 29年４月１日現在）

区　　　　　分 邑南町
決定初任給

一般行政職
大学卒 167,600 円
短大卒 158,800 円
高校卒 146,100 円

３．職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

　給与とは、給料と手当（扶養、時間外、通勤、住居等）
を含めたものです。

５．職員手当の状況

区　分 邑　　南　　町

期末手当
勤勉手当

（29年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

６月期（支給済） 1.20 月分 0.850 月分
12月期（支給予定） 1.40 月分 0.850 月分

計 2.60 月分 1.700 月分

 職務級等による役職加算
 課長職 12％、課長補佐職 10％、係長職 7.5％

退職手当

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続 20年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35年 41.325 月分 49.590 月分
最高限度額 49.590 月分 49.590 月分

６．特別職等の報酬等の状況

区 分 給料月額等
（29年度）

給料

町　長 750,000 円
副町長 637,000 円
教育長 573,000 円

報酬
議　長
副議長
議　員

304,000 円
252,000 円
210,000 円

期末手当

町　長
副町長
教育長

６月期（支給済）   1.5 月分
12月期（支給予定） 1.7 月分

計 3.2 月分
役職加算割合
　町長 20％、副町長 ･教育長 15％

議　長
副議長
議　員

６月期（支給済） 　1.575 月分
12月期（支給予定） 1.675 月分

計 3.25 月分
役職加算割合
　議会議員 10％

７．ラスパイレス指数の状況（平成28年４月１日）
職　種 邑南町 県内市町村平均 島根県

一般行政職 98.7 98.3 98.0

　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準
を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示
す指数です。
（特例法による措置が無いとした場合の値です。）

1人当り給与費
（類似団体）

千円
      5,557

邑南町の職員給与等の状況
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防災情報
総務課危機管理室
1９５-１１１１ IP 050-5207-3000

草焼きに注意してください
　これからの時期は農作業に伴い、草焼きが多くなります。
　風の強い日や空気が乾燥している日の草焼きは林野火災につ
ながる危険がありますので、十分ご注意ください。また、草焼
きなど、「火災と紛らわしい行為」をする場合は、消防署への届
け出が必要になります。必ず最寄りの出張所へ届け出をしてく
ださい。

瑞穂地域消防団
水防訓練を実施
　９月 24日、瑞穂小学校校庭で瑞穂地域の消防
団を対象とした水防訓練が行われました。
　（社）全国防災協会から水防専門家の江角俊明さ
んを講師に招き、水防工法の基本事項である土の
う積みやロープの結び方などについて熱心に学び
ました。

地震に備えて
　阪神・淡路大震災や新潟県中越地震などでは、
多くの方が倒れてきた家具の下敷きになって亡く
なったり、大けがをしました。大地震が発生した
ときには「家具は必ず倒れるもの」と考えて、転倒
防止対策を講じておく必要があります。

◆家具が転倒しないよう、家具は壁に固定
　しましょう
◆寝室や子ども部屋には、できるだけ家具
　を置かないようにしましょう。置く場合
　も、なるべく背の低い家具とするととも
　に、倒れた時に出入り口を塞いだりしな
　いよう、家具の向きや配置を工夫しま
　しょう
◆手の届くところに、懐中電灯やスリッパ、
　ホイッスルを備えておきましょう

11 月１日（水）

　全国瞬時警報システム（ジェイ・アラー
ト）を使用した緊急地震速報を流す訓練が
行われます。
　11 月１日（水）は、10時 00 分ごろ、訓
練とわかるように「訓練用の緊急地震速報」
の電文が防災行政無線で全町一斉に放送さ
れます。実際の地震速報とお間違えのない
よう十分ご注意ください。

防災行政無線による
緊急地震速報の

訓練実施

講師からロープの結び方を習う団員

熱心に土のう積みに取り組む団員
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邑南町しごとづくりセンター
（田所公民館内）

12 月 18 オープン

　町内すべての事業経営者（全産業分野）
とこれから起業を考えている人が、無料で
利用できる相談所を田所公民館内に開設し
ます。
　この邑南町しごとづくりセンター（おお
なん Biz）は、起業家支援をはじめ地元経営
者を守り元気にすることで町の活性化につ
なげることを目的にしています。

業務内容
経営サポート

売上拡大サポート

起業サポート

新商品開発サポート

セミナー開催

支援機関への紹介

【開 館 日】月曜日から金曜日
【開館時間】９時～ 17時
【休 館 日】土・日・祝日・年末年始
【場 所】邑南町下田所 282番地１　田所公民館内
【職員体制】センター長１人　事務職員２人　
【相 談】予約制（相談日を電話等で予約ください）
【相談時間】１回１時間
【利 用 料】無料
【対 象】町内のあらゆる産業分野の中小企業者・小規模事
　業者（工業、商業、サービス業、農林業、NPO法人、社会
　起業家など）及び個人事業者
　※町外でも町内で起業を目指す人を含む
【おおなん Biz 支援の流れ】

◆おおなん Biz 開所式
　【日時】12 月 17日（日）
　　　　　　13時～ 16時（予定）
　【場所】邑南町しごとづくりセンター
　　　　　（田所公民館内）
◆おおなん Biz への予約申込み開始日
　11月 20日（月）から
◆相談予約の方法
　電話か FAXで予約してください。

【問い合わせ・申し込み先】
※ 12月 17日までは
　〒 696-0192　邑南町矢上 6000番地
　邑南町商工観光課
　　☎９５－２５６５　IP050-5207-3020
　　FAX　９５－０２２３

※ 12月 18日以降
　〒 696-0222　邑南町下田所 282-1 田所公民館内
　☎ /FAX８３－０３２０
　IP050-5207-5544
　E-mail：info@ohnan-biz.jp
　URL:https://ohnan-biz.jp

日

　私は愛知県出身の公認会計士ですが、農
家の祖父母や、酪農に特化した獣医師の父
の下で育ちました。
　センター長として f-Biz モデルを邑南町
で再現し、売上UPを通じて地域産業を元
気にすることにより地域全体の活性化を
図って参ります。邑南町の力になれるよう
頑張りますのでよろしくお願い致します。

邑南町しごとづくり
センター長

三
みうら

浦　伸
しんたろう

太郎
出身地：愛知県豊橋市
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の家を訪れ、ご本
人や家族の方に直
接お祝い状と記念
品を贈呈しました。
　なお、平成 29
年９月１日現在で、
町内にお住まいの
100 歳以上の方の
人数は 31 人（男性
６人、女性 25人）、
最高齢者は男性、
女性ともに 104 歳
となっています。

秋  空の下で味わう邑南のグルメ
A級グルメと神楽フェスタ

　９月 24日、邑南町の食材を使った料理と神楽を楽し
む「A級グルメと神楽フェスタ」が香木の森公園で行われ
ました。当日は邑南町内と浜田市から 15店が出店し、
訪れた約 2千人の来場者は石見和牛の煮込みやアイス
クリーム、鮎の塩焼きなどの特産品を買い求めました。
　特設ステージでは雪田神楽団（羽須美）と椙尾神楽団
（市木）が舞を披露したほか、ストリートダンスやよさこ
い踊り、フラダンスのグループも踊りを披露して会場を
盛り上げました。

神楽を楽しむ来場者たち

交 通安全 世代を超えて呼びかけ
世代間交流交通安全教室 in おおなん

　邑南町交通安全母の会主催による世代間交流交通安全教室
が、９月 24日に矢上交流センターで行われました。この教室
は子ども、親、高齢者の三世代で交流を通して交通安全意識を
高め、交通事故防止を図る目的で行われたもので、約 150 人
が参加しました。
　当日は小学生から募った交通安全標語の表彰式のほか、○×
クイズや自転車運転シュミレーションなど、ゲーム感覚で楽し
く交通ルールを学ぶことができるプログラムが用意されまし
た。チームごとに各プログラムを体験し、チーム内で声を掛け
合ったり、高齢者が小学生に折り紙を教えたりする様子がみら
れました。
　参加者は「交通安全という視点で子どもと高齢者が交流する
機会は少ないため、よいイベントだと思う。」と話し、教室を楽
しんだ様子でした。自転車運転シュミレーター体験の様子

日野山ヤスヨさん（井原地区）

祝 １００歳　記念品贈呈
　平成 29年度中に 100 歳を迎える方の長寿を祝
うとともに、多年にわたり社会の発展に寄与してこ
られたことに感謝し、毎年、国から対象者へお祝い
状と記念品が贈呈されています。
　９月中旬、町内の対象者 12人（男性１人、女性
11 人）に、お
祝い状と記念
品が贈呈され
ました。また、
９月 13 日に
邑南町副町長
が自宅にお住
まいの対象者

三浦静枝さん（日和地区）
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　７月 25 日に松江農林高校で行われた島根県学校
農業クラブ連盟農業鑑定協議会で、矢上高校産業技
術科３年の酒井菜沙さんが農業区分の最優秀賞を２
年連続で受賞しました。また、産業技術科３年の木
村祐貴さんが畜産区分で優秀賞を受賞しました。
　この大会は農業に関する知識や技術を鑑定・判定・
診断・審査技術などの項目で競い合い、職業的な能
力を高めることを目的として開催さ
れます。
　酒井さんと木村さんは 10 月 25
日、26 日に岡山県
で行われる第 68 回
日本学校農業クラブ
全国大会に出場しま
す。

　平成 29年度島根県献血推進協議会功労者表彰に
おいて、団体の部を邑南町役場が受賞しました。こ
の賞は献血運動の推進に積極的に協力し、他の模範
となる実績を示した団体に贈られます。
　邑南町は毎年春と秋に石見・瑞穂地域で献血を
行っています。どなたでも献血していただけますの
で、ご協力をお願いします。

　10月 28 日から愛媛県で開催される表記大会に
口羽地区の谷山巧平さん、石見養護学校高等部３年
の大國梨乃さんと平床聡史さんが出場します。
　水泳の 25mバタフライ、50m自由形に出場す
る谷山さんは、普段は仕事を終えた後に練習されて
います。「当日はよりよい記録がだせるよう頑張り
たい。」と大会への意気込みを話りました。

第 17回全国障がい者スポーツ大会
愛
えがお

顔つなぐえひめ大会

おめでとうございます

平成29年度
島根県献血推進協議会功労者表彰

団体の部　邑南町役場

役場本庁での献血実施の様子

第 68回
日本学校農業クラブ全国大会

酒井　菜沙さん（矢上高校３年）
木村　祐貴さん（矢上高校３年）

水泳
　　谷山　巧平さん（口羽地区）
　　大國　梨乃さん（石見養護学校）
ボウリング
　　平床　聡史さん（石見養護学校）

谷山巧平さん

第２回食の縁結び甲子園
～地域を元気にする高校生アイデア料理コンテスト～

チーム名：「Sunshine 矢上」
　洲濵　由喜美さん、岸　薫さん
　高野　多優さん（矢上高校３年）

　９月 16 日に島根県予選大会が開催され、矢上
高校普通科３年生によるチーム「Sunshine 矢上」
の皆さんが「故郷（ふるさと）てんこ盛り給食～食べ
てつながる邑南の味～」として、石見和牛ご飯やす
ぼ豆腐風ミートローフなど地元食材を使った学校
給食を提案しました。その結果、第２位となる優

秀賞を獲得し、
11 月 11 日に
松江市で行わ
れる全国大会
への出場が決
定しました。

左から、洲濵さん、岸さん、高野さん 木村さん 酒井さん
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ご
存
知
で
す
か
？

土
地
取
引
の
届
出

○
土
地
取
引
の
届
出

　

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上
の
面
積

の
土
地
売
買
等
の
契
約
を
し
た
場

合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
第
23

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
島
根
県

知
事
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

【
届
出
が
必
要
な
契
約
】

土
地
の
売
買
、交
換
、代
物
弁
済
等

１
．
所
有
権
、
地
上
権
、
賃
借
権

　

又
は
こ
れ
ら
の
権
利
の
取
得
を

　

目
的
と
す
る
権
利
の
移
転
又
は

　

設
定
で
あ
る
こ
と

２
．
対
価
の
授
受
を
伴
う
も
の

３
．
１
の
権
利
の
移
転
又
は
設
定

　

が
契
約
（
予
約
を
含
む
）
に
よ

　

り
行
わ
れ
る
も
の

＊
右
記
３
要
件
す
べ
て
を
満
た
す

契
約
が
該
当
し
ま
す
。

【
届
出
が
必
要
な
面
積
】

　

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上

　
　
　
　
　
（
邑
南
町
の
場
合
）

＊
個
々
の
取
引
面
積
が
小
さ
く
て

も
合
計
面
積
が
１
０
，０
０
０
㎡

以
上
と
な
る
場
合
は「
一
団
の
土

地
取
引
」と
し
て
対
象
と
な
り
ま

す
。

【
届
出
義
務
者
】

　

買
主
等
（
権
利
取
得
者
）

【
届
出
の
期
間
】

　

契
約
を
し
た
日
を
含
め
２
週
間

以
内

【
届
出
先
】

　

邑
南
町
企
画
財
政
課
を
経
由
し

て
島
根
県
へ
届
け
出
る
。

　
詳
し
く
は
島
根
県
用
地
対
策
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/yochitaisaku/

【
土
地
利
用
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
】

企
画
財
政
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
９

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
４

石
見
も
り
も
り
祭

石
見
養
護
学
校
文
化
祭

【
日
時
】
11
月
18
日
（
土
）

　

ス
テ
ー
ジ
発
表

　
　

９
時
５
分
〜
11
時
45
分

　

作
品
展
示
及
び
作
業
学
習
等
の

　

製
品
販
売

　
　

12
時
30
分
〜
14
時

【
会
場
】
石
見
養
護
学
校

【
駐
車
場
】

本
校
校
庭
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

石
見
養
護
学
校

　

☎
９
５
‐
２
１
４
１

11 月の納税
◎国民健康保険税（第８期分）

12 月の納税
　固定資産税（第３期分）
　国民健康保険税（第９期分）

納期限 11 月 30日 ( 木 )

９月交通事故発生状況
発生(件) 死者(人) 傷者(人)

邑智郡
９月 　2　 　0　 　2　
前年比 +2　 　0　 +2　

邑南町
９月 　1　 　0　 　1　
前年比 +1　 　0　 +1　

石見地域 ９月 　0　 　0　 　0　
瑞穂地域 ９月 　1　 　0　 　1　
羽須美地域 ９月 　0　 　0　 　0　

毎
月
19
日
は

「
食
育
の
日
」
で
す

　
「
食
育
の
日
」は
平
成
17
年
の
食

育
推
進
基
本
計
画
の
策
定
に
伴

い
、
食
育
を
国
民
運
動
と
し
て
推

進
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
食
育
の
日
は「
食（
し
ょ
く
）」

が「
し
ょ
↓
初
↓
１
、
く
↓
９
」

に
繋
が
る
こ
と
や
、「
育（
い
く
）」

の
読
み
が「
19
」に
な
る
こ
と
か

ら
、
毎
月
19
日
を「
食
育
の
日
」と

し
て
い
ま
す
。

　
「
食
育
の
日
」に
は
、

・「
孤
食
」を
し
な
い

・
家
族
や
友
達
と
そ
ろ
っ
て
楽
し

　

く
食
卓
を
囲
も
う

・
家
族
で
一
緒
に
食
事
を
作
っ
て

　

み
よ
う

・
き
ち
ん
と
朝
ご
は
ん
を
と
ろ
う

・
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、「
い

　

た
だ
き
ま
す
」と「
ご
ち
そ
う
さ

　

ま
」を
言
お
う

な
ど
、
自
分
や
家
族
の「
食
」に
つ

い
て
考
え
る
一
日
に
し
ま
し
ょ

う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

生
涯
学
習
課

　

☎
８
３
‐
１
１
２
７

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
１
０
０

全
国一斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

　
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

松
江
地
方
法
務
局
と
島
根
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
女
性

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
の
取
組
と
し
て
全

国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」強
化
週
間
を
定
め
、
い
つ

も
よ
り
相
談
時
間
を
延
長
し
て
受

付
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為

等
で
困
っ
て
い
る
、
女
性
で
あ
る

こ
と
で
人
権
を
傷
つ
け
ら
れ
た
、

周
り
で
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
見
聞

き
し
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

【
強
化
期
間
】

　

11
月
13
日（
月
）
〜
19
日（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
日
間

【
受
付
時
間
】

　

８
時
30
分
か
ら
19
時

　
　
　
　
　
　
　
（
月
〜
金
曜
日
）

　

10
時
か
ら
17
時

　
　
　
　
　
　
（
土
・
日
曜
日
）

【
相
談
員
】

法
務
局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委
員

【
電
話
番
号
】

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０



15 広報おおなん 2017.10

広告募集中！
縦 4.5 センチメートル
横 6.0 センチメートル
１枠　３, ０００円

（ 町外　５, ０００円 ）
【問い合わせ】
　邑南町役場総務課
 　1９５- １１１１
　IP電話 050-5207-3000

浜
田
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

◆
給
与
所
得
者
の
年
末
調
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
明
会

　

平
成
29
年
分
の
年
末
調
整
の
し

か
た
及
び
法
定
調
書
、
町
へ
の
給

与
支
払
報
告
書
の
記
載
と
提
出
に

つ
い
て
、
説
明
会
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

【
開
催
日
時
】

　

11
月
20
日（
月
）
13
時
30
分
〜

　

※
説
明
会
の
所
要
時
間
は
、
約

　
　

２
時
間
で
す
。

【
会
場
】

　

悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル

◆
税
を
考
え
る
週
間

【
テ
ー
マ
】

　

く
ら
し
を
支
え
る
税

【
期
間
】

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日

か
ら
17
日
を「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
様
々
な
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
税
務
署

　

☎
０
８
５
５
‐
２
２
‐
０
３
６
０

来
て
み
ん
さ
い
技
能
祭

三
次
高
等
技
術
専
門
校

【
内
容
】

○
自
動
車
整
備
科
・
溶
接
加
工
科
・

　

建
築
科
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
の

　

実
習
場
公
開
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
粗
品
ゲ
ッ

　

ト
○
い
い
物
あ
る
よ
！
実
習
作
品
・

　

紙
太
鼓
な
ど
即
売
、
飲
食
物
の

　

バ
ザ
ー

○
子
ど
も
向
け
、
芋
掘
り
・
積
み

　

木
大
会
・
働
く
車
展
示
な
ど

【
日
時
】

　

11
月
３
日
（
金
）

　
　
　
　
　

10
時
30
分
〜
14
時

【
場
所
】

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

（
三
次
市
十
日
市
南
６
‐
14
‐
１
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
８
２
４
‐
６
２
‐
３
４
３
９

島
根
県
奨
学
金
返
還

　
　
　
　
　
助
成
制
度

　

島
根
県
内
の
中
山
間
地
域
・
離

島
の
企
業
等
へ
就
職
し
、
実
務
経

験
の
必
要
と
な
る
国
家
資
格
等
の

取
得
を
目
指
す
高
等
学
校
及
び
大

学
等
の
新
卒
者
の
奨
学
金
返
還
を

助
成
し
ま
す
。

【
募
集
対
象
者
】

　

平
成
29
年
度
に
大
学
、
短
大
、

大
学
院
、
専
修
学
校
の
専
門
課
程

ま
た
は
高
等
課
程
、
高
等
学
校
を

卒
業
し
、
翌
年
度
４
月
末
日
ま
で

に
中
山
間
地
域
、
離
島
の
企
業
な

ど
に
就
職
す
る
新
卒
者

【
助
成
対
象
】

○
島
根
県
育
英
会
の
高
校
と
大
学

　

の
各
奨
学
金
と
就
学
資
金

○
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
Ⅰ

　

種
Ⅱ
種

【
募
集
定
員
】

○
高
等
学
校
等
新
卒
者
10
人
程
度

○
大
学
等
新
卒
者
15
人
程
度

【
申
請
期
間
】

　

10
月
１
日
〜

　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
31
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
育
英
会
事
務
局

　

☎
０
８
５
２
‐
２
８
‐
１
９
８
１

　

Ｈ
Ｐ
：https://www.shim

ane-

　
　
　
　

ikuei.or.jp
障
が
い
情
報
コ
ー
ナ
ー

後
期
高
齢
者
医
療
に
お
け
る

　
　
『
障
が
い
認
定
』
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
75
歳
未
満
の
一
定
程

度
の
障
が
い
が
あ
る
人
で
、
申
請

に
よ
り
島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
に
認
め
ら
れ
た
場
合
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
定
程
度
の
障
が
い
と
は
、
主

に
次
の
基
準
に
該
当
す
る
状
態
で

す
。

●
国
民
年
金
法
等
に
お
け
る
障
害

　

年
金
：
１
・
２
級

●
身
体
障
害
者
手
帳
：
１
・
２・
３

　

級
及
び
４
級
の
一
部

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
：

　

１
・
２
級

●
療
育
手
帳
：
Ａ

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
加

入
手
続
き
（
障
が
い
認
定
）】

　

次
の
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、

役
場
町
民
課
又
は
各
支
所
で
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
年
金
証
書
（
障
害
年
金
）

●
身
体
障
害
者
手
帳

●
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

●
療
育
手
帳

※
こ
れ
ら
の
う
ち
の
ど
れ
か
一
つ

　

と
現
在
加
入
し
て
い
る
医
療
保

　

険
証
・
印
鑑

（
注
）
障
が
い
変
更
な
ど
で
等
級

　

が
変
わ
り
、
要
件
に
該
当
し
な

　

く
な
る
と
資
格
喪
失
の
届
出
が

　

必
要
と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

町
民
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

740円時間額
発効日：平成 29年 10月１日

島
根
県

最
低
賃
金

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

※
産
業
に
よ
っ
て
、
特

定
（
産
業
別
）
最
低
賃

金
が
定
め
ら
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
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陸
上
・
海
上
・
航
空

　
　
　
　
　
　
自
衛
隊

自
衛
官
候
補
生

　

特
別
職
国
家
公
務
員
と
し
て
手

当
て
の
支
給
を
受
け
な
が
ら
高
等

学
校
教
育
を
受
け
る
制
度
で
す
。

生
徒
課
程
修
了
時
に
高
等
学
校
の

卒
業
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

平
成
30
年
４
月
１
日
現
在
、
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中

学
校
卒
業
者
又
は
中
等
教
育
学
校

の
前
期
課
程
修
了
者（
平
成
30
年

３
月
に
卒
業
、
前
期
課
程
修
了
見

込
み
の
者
を
含
む
。）

○
一
般
試
験

【
応
募
期
間
】

　

11
月
１
日（
水
）〜
平
成
30
年
１

月
９
日（
火
）（
締
切
日
必
着
）

【
一
次
試
験
日
及
び
試
験
場
所
】

　

平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）

　

松
江
地
方
合
同
庁
舎

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル（
浜
田
市
）

○
推
薦
試
験

【
応
募
期
間
】

　

11
月
１
日（
水
）〜
12
月
１
日

（
金
）（
締
切
日
必
着
）

【
試
験
日
及
び
試
験
場
所
】

　

平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）〜
１

月
８
日（
月
）の
指
定
す
る
一
日

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

　
　
　
　
　
　
　
（
横
須
賀
市
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　

☎
０
８
５
２
‐
２
１
‐
０
０
１
５

　

Ｈ
Ｐ
：http://www.m

od.go.jp

　
　
　
　

/pco/shim
ane

陸
上
自
衛
隊

高
等
工
科
学
校
生
徒

　

採
用
と
同
時
に
陸
・
海
・
空
自

衛
官
候
補
生
に
任
命
さ
れ
、
３
か

月
間
の
教
育
訓
練
を
修
了
し
た

後
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
に
任
用

さ
れ
ま
す
。

【
応
募
資
格
】

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
者

【
試
験
科
目
】

　

筆
記
試
験
・
適
性
検
査
・
作
文

※
身
体
検
査
・
口
述
試
験
を
含
む
。

【
試
験
場
所
】

　

陸
上
自
衛
隊　

出
雲
駐
屯
地

○
男
性
の
場
合

【
応
募
期
間
】

　

11
月
13
日（
月
）
〜

　
　
　
　

12
月
８
日（
金
）

【
試
験
日
】　

12
月
９
日（
土
）

○
女
性
の
場
合

【
応
募
期
間
】

　

10
月
23
日（
月
）
〜

　
　
　
　

11
月
10
日（
金
）

【
試
験
日
】　

11
月
11
日（
土
）

１
９
９
４
年
頃
ま
で
に
、

出
産
や
手
術
で
大
量
出
血

等
を
さ
れ
た
方
へ

（
Ｃ
型
肝
炎
救
済
特
別
措
置
法
）

　

１
９
９
４
年
頃
ま
で
に
出
産
や

手
術
に
よ
る
大
量
出
血
な
ど
の
際

に
、
血
液
か
ら
つ
く
ら
れ
た
医
薬

品（
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
・
血

液
凝
固
第
９
因
子
製
剤
）が
使
用

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
へ

の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
法
律（
※
）

に
基
づ
き
、
国
を
相
手
と
す
る
裁

判
を
提
起
し
、
裁
判
の
中
で
①
血

液
か
ら
作
ら
れ
た
医
薬
品
が
使
用

さ
れ
た
こ
と
、
②
そ
の
医
薬
品
が

使
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
こ

と
、
③
慢
性
肝
炎
な
ど
の
症
状
、

を
確
認
で
き
れ
ば
、
国
と
和
解
し

た
う
え
で
、
給
付
金
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
給
付
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
２
０
１
８
年
１
月
15

日
ま
で
に
国
を
相
手
と
す
る
裁
判

を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

身
に
覚
え
の
あ
る
方
、
も
し
や

と
思
う
方
は
、
ま
ず
は
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及

　

び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製

　

剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害

　

者
を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金

　

の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法

【
問
い
合
わ
せ
先
】

厚
生
労
働
省
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製

剤
等
に
関
す
る
相
談
窓
口

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
‐
５
０
９
‐
０
０
２

　

受
付
時
間
９
時
30
分
〜
18
時

　
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

　

を
除
く
）

八雲ちゃんしじみちゃんご縁ちゃん

自衛隊島根地方協力本部キャラクター

木の卵のプール

邑南町は木育を推進しています
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平成 30年 4月から

国民健康保険財政運営の
しくみが変わります

　国民皆保険を将来にわたって守り続けるた
め、平成 30年４月から、これまでの市町村
に加え、都道府県も保険者となり国民健康保
険制度を担うことになります。
　平成 30年４月からは、都道府県が保険給
付など国保事業に必要な費用の見込みを立て
て、市町村ごとの医療費水準や所得水準に応
じた国保事業費納付金の額を決定し、各市町
村が納付金を納めるための標準保険料率を提
示します。
　各市町村は被保険者から保険税（料）を賦
課・徴収し、納付金として都道府県に納める
ため、都道府県の示す標準保険料率を参考に
保険税（料）率を決定します。

【問い合わせ先】
町民課国保係　　　　　☎９５―１１１４　IP０５０―５２０７―３００６
瑞穂支所窓口業務部　　☎８３ー１１２１　IP０５０―５２０７ー５０００
羽須美支所窓口業務部　☎８７ー０２２１　IP０５０―５２０７―６５００

　財政運営責任等を都道府県に移行する際（平成 30
年度）、財政改善効果を伴う国の追加公費の投入（約
1,700 億円規模）が行われるため、一般的には平成
29年度から平成 30年度にかけての保険料の伸びは
抑制・軽減されることとなります。国、都道府県及び
市町村では、国保の財政運営の仕組みが変わる（納付
金方式の導入等）ことに伴い、被保険者の保険料負担
が急激に増加しないように、平成 30年度からの一定
期間を「激変緩和期間」と位置づけ、次の措置を講じて
円滑な制度移行を図る検討を行っています。
●都道府県繰入金による配慮
　　都道府県繰入金による激変緩和措置を設け、市町
　村ごとの状況に応じてきめ細やかに激変緩和措置を
　講じることが可能な仕組みを設ける。
●特例基金による配慮
　　施行当初においては、予め激変緩和用として積み
　立てる特例基金を計画的に活用する。

平成 30年度からの都道府県と市町村による国保財政運営のしくみ

都道府県 収　入 支　出

納付金額決定
標準保険料率提示 納付金納付 保険給付費など

必要な費用を市町村へ交付

各市町村 収　入 支　出

保険税（料）率決定 保険税（料）徴収 保険給付費支払い

国保被保険者 医療機関
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母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金

予
約
貸
付
受
付
中

　

母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
予

約
貸
付
の
申
請
を
受
付
け
て
い
ま

す
。

【
対
象
者
】

　

平
成
30
年
４
月
の
進
学
等
を
希

望
し
て
い
る

●
児
童
を
扶
養
す
る
母
子
家
庭
の

　

母
又
は
父
子
家
庭
の
父

●
20
歳
以
上
の
子
を
扶
養
す
る　

　

寡
婦

●
父
母
の
な
い
児
重

【
対
象
と
な
る
資
金
】

●
児
童
の
進
学
等
を
対
象
と
す
る

資
金
（
貸
付
は
い
ず
れ
も
無
利
子

で
す
）

　

・
修
学
資
金

　

・
修
業
資
金

　

・
就
学
支
度
資
金

●
母
子
家
庭
の
母
、 

父
子
家
庭
の

父
及
び
寡
婦
の
知
識
技
能
習
得
を

対
象
と
す
る
資
金
（
連
帯
保
証
人

を
立
て
る
場
合
は
無
利
子
、 

立
て

な
い
場
合
は
年
１
％
）

　

・
技
能
習
得
資
金

【
提
出
書
類
等
】

　

必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、 

事

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

貸
付
申
請
書
・
戸
籍
及
び
住
民

票
の
写
し
・
島
根
県
税
の
納
税
証

明
書
・
修
学
修
業
先(

技
能
習
得

先)

調
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

【
予
約
貸
付
申
請
期
間
】

　

平
成
30
年
２
月
末
日
ま
で

【
注
意
】

　

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援

機
構
法
に
よ
る
奨
学
金
な
ど
、 

他

制
度
に
よ
る
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
る
方
は
、
児
董
の
進
学
等
を
対

象
と
す
る
資
金
の
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

 

福
祉
課

　

☎
９
５
‐
１
１
１
５

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
８

島
根
県
地
域
福
祉
課

　
　
　
　
　

石
見
ス
タ
ッ
フ

　

☎
０
８
５
５
‐
２
９
‐
５
５
４
３

糖
尿
病
の
状
況

　

平
成
28
年
度
邑
南
町
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
対
象
の
特
定
健
診

の
結
果
で
は
、
糖
尿
病
域
の
割
合

が
12
．
５
％
で
、
こ
れ
は
県
と
比

較
す
る
と
高
く
、
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
糖
尿
病
境
界
域
も
４

人
に
１
人
あ
り
、
高
血
糖
者
は
多

い
状
況
で
す
。

　

高
血
糖
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
糖
尿
病
を
発
症
し
、
や
が
て

深
刻
な
合
併
症
が
引
き
起
こ
さ
れ

ま
す
。
糖
尿
病
に
な
る
前
の
早
め

の
う
ち
か
ら
生
活
改
善
に
取
り
組

み
、高
血
糖
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
血
糖
は

　
　
大
丈
夫
で
す
か
？

　

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、
知
ら
な
い
う
ち
に
発
症

し
、
進
行
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
特
定
健
診
を
受
け
、
自

分
の
血
糖
の
状
態
を
知
り
ま
し
ょ

う
。（
下
表
参
照
）治
療
中
の
人
は
、

定
期
受
診
を
継
続
し
な
が
ら
、
か

か
り
つ
け
医
で
定
期
的
に
検
査
し

て
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
・
悪
化
予
防
の

た
め
に

日
々
の
生
活
に
取
り
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う

①
食
器
を
小
ぶ
り
に
す
る

　

自
然
と
量
を
減
ら
せ
ま
す
。

②
お
か
ず
を
一
緒
に
食
べ
る

　

ご
は
ん
・
パ
ン
・
め
ん
だ
け
で

な
く
、
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
む

食
品
や
野
菜
と
一
緒
に
食
べ
る
と

食
後
の
血
糖
上
昇
が
ゆ
る
や
か
に

な
り
ま
す
。

③
間
食
の
時
間
を
決
め
る

　

よ
く
動
く
昼
間（
午
後
３
時
頃

な
ど
）に
す
る
。
夕
食
後
・
寝
る
前

は
高
血
糖
に
な
る
の
で
食
べ
な
い

こ
と
！

④
甘
く
な
い
飲
み
物
に
す
る

　

ジ
ュ
ー
ス
１
本（
５
０
０
ml
）の

糖
分
は
、
ス
テ
ィ
ッ
ク
シ
ュ
ガ
ー

20
本
分（
約
60
ｇ
）！

⑤
ア
ル
コ
ー
ル
を
減
ら
す

　

お
酒
の
種
類
に
関
係
な
く
、
飲

む
量
が
問
題
で
す
。
糖
質
ゼ
ロ
な

ど
利
用
す
る
の
も
１
つ
の
方
法
。

⑥
今
よ
り
身
体
を
動
か
す

　

こ
ま
め
に
て
き
ぱ
き
と
動
く
、

速
く
歩
く
、
出
入
り
口
か
ら
遠
い

所
に
車
を
止
め
る
な
ど
、
意
識
し

て
動
く
こ
と
。

⑦
１
日
５
分
の
運
動
か
ら

　

細
切
れ
の
運
動
で
も
積
み
重
ね

る
こ
と
で
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。
週
３
回
以
上
で
よ
り
効
果
が

上
が
り
ま
す
。

⑧
体
重
を
測
る

　

日
々
の
食
事
や
運
動
を
振
り
返

り
、
効
果
を
実
感
す
る
こ
と
が
で

き
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

保
健
課

　

☎
８
３
‐
１
１
２
３

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
５
０
０
２

糖尿病危険度 空腹時血糖値
（mg/dl） HbA1c（％） 対応方法

糖尿病域
7.0 ～ 糖尿病治療を続け、合併症や

重症化を防ぎましょう

126～ 6.5 ～ 6.9 すぐに医療機関を受診しま
しょう

境界域
110～ 125 6.0 ～ 6.4 糖尿病にならないために生活

改善が必要です正常高値 100～ 109 5.6 ～ 5.9

正常な状態 ～ 99 ～ 5.5 この値を維持しましょう

参考：日本人間ドック学会　判定区分（2017）、日本糖尿病学会「糖尿病診療ガイドライン（2016）」

危険度

早
め
の
対
処
で
糖
尿
病
・

合
併
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

高血糖により、血管
の危険が生じてくる

合併症の危険が
大きくなる
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10
月
は
里
親
月
間
で
す

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

子
ど
も
た
ち
に

　
　

家
庭
の
ぬ
く
も
り
を

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族

と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
里

親
と
は
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
を

自
分
の
家
に
迎
え
入
れ
、
家
庭
的

な
環
境
の
中
で
愛
情
を
込
め
て
養

育
し
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

　

里
親
の
家
庭
で
愛
情
に
包
ま
れ

て
家
族
の
一
員
と
し
て
暮
ら
す
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
一
人

の
人
間
と
し
て
大
切
に
さ
れ
、
愛

さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
覚
を
持
ち

な
が
ら
育
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、

あ
な
た
に
も
出
来
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

　

里
親
に
は
、
子
ど
も
が
親
と
一

緒
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
養
育
す
る
「
養
育
里
親
」
と
養

子
縁
組
に
よ
り
養
親
と
な
る
こ
と

を
希
望
す
る
「
養
子
縁
組
里
親
」

が
あ
り
ま
す
。（
こ
の
ほ
か
に
専

門
里
親
、
親
族
里
親
が
あ
り
ま

す
。）

　

子
ど
も
が
好
き
で
あ
り
、
愛
情

と
熱
意
を
持
っ
て
、
真
心
を
込
め

て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
方
を
求
め

て
い
ま
す
。養
育
里
親
の
場
合
は
、

長
期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、
月
に

１
〜
２
回
程
度
、
主
に
土
日
や
長

期
休
み
中
に
数
日
間
と
い
っ
た
短

期
間
の
家
庭
生
活
体
験
を
さ
せ
て

く
だ
さ
る
方
も
求
め
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
な
る
た
め
に
は
特
別
な

資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
必

要
な
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
、
里

親
を
希
望
す
る
方
と
そ
の
同
居
人

が
欠
格
事
由
に
該
当
し
な
い
こ

と
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

浜
田
児
童
相
談
所

　

☎
０
８
５
５
‐
２
８
‐
３
５
６
０

おおなん元気ネット事業一部機能の見直し

病診連携機能の終了
　平成 22年から総務省補助事業を活用して取り
組んだ「おおなん元気ネット事業」は、地域の皆
様のご理解とご協力により、IT を使った健康づ
くりシステムを構築することができました。

会員が利用できる機能としては、
①　自分の健康状態・運動記録をパソコンで入力
　し一目でみることができる。
②　町内の医療機関（主治医）で健康情報をみて、
　治療の参考にしてもらうことができる。
③　健診・体力測定の結果が自動で入り、結果の
　持ち運びが簡単にできる。
④ 食事の摂取カロリーやバランスが計算できる。
⑤　元気館や健康教室等普段の健康づくりの状況
　をみてもらいながら、管理栄養士、歯科衛生士、
　保健師等専門家のアドバイスを受けることがで
　きる。
⑥ おおなん元気ネットホームページで健康情報、
　健康コラム、動画などみることができる。
上記の 6つの項目があります。しかし、事業の
継続については、セキュリティ対策が大きな課題
となることから、「おおなん元気ネット事業地域
協議会」で事業内容の優先順位を整理し、一部機
能を見直すこととなりました。

◆病診連携機能の見直し（左記②の機能）
　会員が公立邑智病院や町内のかかりつけの診療
所に「おおなん元気カード」を持っていくと、医
療機関で健康・運動記録を治療の参考にしてもら
う機能でしたが、利用が低調であるためこの機能
は終了とします。
※それ以外の機能については現在検討中です。随
時、広報や元気ネットホームページでお知らせし
ます。

【問い合わせ先】
保健課
　☎８３ー１１２３
　IP０５０ー５２０７ー５００２

平成29年10月１日から
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全
国
で
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ

１
５
７
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
下
痢
や
腹
痛
な
ど
体

調
が
悪
い
時
は
医
療
機
関
を
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
食

事
の
内
容
な
ど
を
医
師
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
75
℃
で

１
分
間
以
上
の
加
熱
で
死
滅
し
ま

す
の
で
、
よ
く
加
熱
し
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。

《
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
》

・
調
理
前
に
必
ず
手
洗
い

　
（
菌
を
つ
け
な
い
）

・
生
鮮
食
品
は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
へ

　
（
増
や
さ
な
い
）

・
食
材
を
中
心
ま
で
よ
く
加
熱

　
（
や
っ
つ
け
る
）

◎
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
と
は

・
本
来
、
動
物
の
腸
管
内
に
住
む

　

菌
で
す
。

・
家
畜
や
感
染
者
の
糞
便
を
通
じ

　

て
汚
染
さ
れ
た
食
品
、
水
な
ど

　

を
飲
食
し
た
ヒ
ト
に
も
感
染
し

　

ま
す
。

・
通
常
の
大
腸
菌
と
異
な
り
、
病

高
齢
者
の
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
！

●
事
故
防
止
の
た
め
に
高
齢
者
の

身
の
回
り
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ

う
　

原
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
食

　

中
毒
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

・
ベ
ロ
毒
素
と
い
う
出
血
性
下
痢

　

の
原
因
と
な
る
毒
素
を
つ
く
る

　

こ
と
が
特
徴
で
す
。

・
Ｏ
１
５
７
の
ほ
か
に
、Ｏ
２
６
、

　

Ｏ
１
１
１
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◎
感
染
経
路

・
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
は
、
家
畜

　

や
感
染
者
の
糞
便
に
汚
染
さ
れ

　

た
食
品
な
ど
を
飲
食
し
感
染
し

　

ま
す
。

・
感
染
者
の
用
便
後
の
手
洗
い
が

　

不
十
分
だ
っ
た
場
合
等
に
菌
が

　

手
指
に
残
り
そ
の
菌
が
調
理
器

　

具
や
食
物
に
付
着
す
る
こ
と
で
、

　

二
次
感
染
を
お
こ
す
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
消
費
者
問
題
協
議
会

（
邑
南
町
役
場
町
民
課
内
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

　

高
齢
者
の
事
故
に
は
高
齢
者
特

有
の
様
々
な
要
素
が
あ
り
、
高
齢

者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や

親
戚
、
近
隣
、
地
域
の
皆
さ
ん
な

ど
高
齢
者
の
身
近
に
い
る
人
々
が

意
識
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
事
故

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
次
の
点
に
注
意
し
て
高
齢

者
の
身
の
回
り
の
環
境
や
行
動
、

習
慣
に
つ
い
て
確
認
、
見
直
し
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
高
齢
者
の
心
身
の
変
化
に

　

合
わ
せ
て
、
家
庭
内
の
環
境
を

　

再
確
認
し
、
段
差
な
ど
高
齢
者

　

に
と
っ
て
危
険
と
な
る
箇
所
や

　

負
担
に
な
る
箇
所
を
減
ら
し
ま

　

し
ょ
う
。

（
２
）
高
齢
者
が
行
っ
て
い
る
作

　

業
を
普
段
か
ら
よ
く
確
認
し
、

　

い
つ
も
と
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
が

　

あ
れ
ば
、
作
業
を
控
え
る
よ
う

　

呼
び
掛
け
る
こ
と
も
検
討
し
ま

　

し
ょ
う
。

（
３
）
高
齢
者
が
使
用
し
て
い
る

　

製
品
に
問
題
が
な
い
か
、
故
障

　

や
劣
化
、不
具
合
等
が
な
い
か
、

　

リ
コ
ー
ル
対
象
製
品
で
な
い
か

　

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

（
４
）
高
齢
者
の
普
段
の
習
慣
を

　

確
認
す
る
と
と
も
に
、
誤
飲
し

　

そ
う
な
も
の
の
取
扱
い
や
保
管

　

等
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
５
）
高
齢
者
の
安
全
や
事
故
防

　

止
に
関
す
る
正
し
い
情
報
を
収

　

集
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

11
月
は

「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

　

推
進
月
間
」で
す

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は

　

急
が
な
い
。
乱
暴
に
な
ら
な

い
。
ゆ
っ
く
り
加
速
、
ゆ
っ
く
り

ブ
レ
ー
キ
。

　

車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
持
つ
な

ど
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね

で
環
境
へ
の
負
荷
が
減
り
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
つ
な
げ
る
「
運
転

技
術
」
や
「
心
が
け
」
で
す
。

●
エ
コ
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
ろ
う

　

エ
コ
ド
ラ
イ
バ
ー
と
は
、
人
と

環
境
を
思
い
や
り
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

を
実
践
す
る
人
。

エ
コ
ド
ラ
イ
バ
ー
が
生
み
出
す
４

つ
の
い
い
こ
と

・「
燃
費
」
が
良
く
な
る

・
地
球
「
環
境
」
に
や
さ
し
い

・
交
通
事
故
が
減
り「
安
全
」運
転

　

に
つ
な
が
る

・
同
乗
者
の「
信
頼
」に
つ
な
が
る

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

・
穏
や
か
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で

　

発
進
す
る

・
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

　

一
定
の
速
度
で
走
る
こ
と
を
心

　

が
け
る

・
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
か

　

ら
足
を
離
す

・
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に　

　

Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
す
る

・
ム
ダ
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め

　

る
・
渋
滞
を
避
け
、
余
裕
を
も
っ
て

　

出
発
す
る

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る

　

点
検
・
整
備

・
不
要
な
荷
物
は
車
か
ら
お
ろ
す

・
迷
惑
駐
車
は
し
な
い

・
日
々
の
燃
費
を
把
握
す
る
と
、

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
効
果
が
実
感
で

　

き
る

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協

議
会
（
役
場
町
民
課
内
）

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６

腸
管
出
血
性
大
腸
菌

Ｏ
１
５
７
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い

地
球
と
財
布
に
や
さ
し

い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
始

め
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
先
】

邑
南
町
消
費
者
問
題
協
議
会

（
邑
南
町
役
場
町
民
課
内
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
４

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
３
０
０
６
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紹
介
所
は
商
工
観
光
課
内
に
あ
り
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
毎
日
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。（
土
日
祝
日
を
除
く
）

https://www.hellowork.go.jp/index.html
　最新の邑南町の求人情報はハローワークインターネットサービスをご利用ください。

人 情
ハローワーク

報求

【問い合わせ先】邑南町無料職業紹介所 1 95－2565（商工観光課内）　IP 050-5207-3020

邑
南
町
無
料
職
業
紹
介
所

　 

求
人
情
報

事業所名 職　種 内　容 年齢 備　考

(株 ) トリコン（中野） 技能工 LEDの製造にかかる機械オペレー
ター 不問

邑智福祉振興会
「くるみ邑美園」
（中野）

支援員・指導員 利用者の生活支援 不問

調理職員 利用者の食事の調理業務 不問 調理師免許（あれば尚良し）

公立邑智病院
（中野）

社会福祉士 地域連携室において相談業務 不問 社会福祉士

看護アシスタント 介護・リハビリ介助・シーツ交換等 不問 介護福祉士、ヘルパー 1・2
級（あれば尚良し）

調理助手 入院患者の給食調理業務 不問 調理師免許（あれば尚良し）

外来診療補助業務 患者対応、電話対応、パソコン入力
等 不問 基本的なパソコン操作

ウェルファ（株）
「老人ホーム故郷」
（下田所）

看護師・准看護師 老人ホームの利用者に対する看護業
務 不問 看護師・准看護師免許

介護職員 高齢者の介護・介助業務 不問 普通自動車免許、介護福祉士
（あれば尚良し）

衣類の洗濯、食器
の洗浄

衣類の洗濯、シーツ交換等、食器の
洗浄・片付け等 不問 普通自動車免許

（株）神楽門前湯治村
(安芸高田市美土里町 )

飲食店・物産店等
の接客業務

フロント接客、飲食店・物産店・コ
ンビニの接客業務 不問

医療法人　徳祐会
「三笠クリニック・サン
ホームみずほ」
（上田所・高見）

看護師 介護老人保健施設等での看護業務 不問 看護師・准看護師免許

介護職員 介護老人保健施設等での生活介助、
食事、入浴介助等 不問 介護福祉士（あれば尚良し）

株式会社　ワイテック
石見工場（中野） 製造ラインの作業 自動車部品製造、プレス工及び部品

の組み立て、溶接作業等 不問

　防災行政無線の戸別受信機は、停電
になると、電源が乾電池に切り替わり
ます。
　電池がなくなると乾電池ランプ（赤）
が点滅しますが、いざという時に電池
切れにならないよう、年に１回は乾電
池を交換し、液漏れしていないか点検
しましょう。乾電池は単２電池４本で
す。また、単３電池４本でも使用でき
ます。使用方法についてはお問い合わ
せください。

１．電源スイッチを「切」にし、
　電源コードをはずす

①

２．無線機の中央部分に、電池
　交換用のふたがあります
　　　　　　（写真の矢印）

②

４．乾電池をはずす
※新しい電池と古い電池を混ぜたり、
違う種類（アルカリ・マンガン等）の電
池を混ぜたりして使うと、乾電池の破
裂や液漏れのおそれがあります。

④

３．中央部分をしっかり押さえ
　ながら、電池ぶたをずらすよ
　うにして開ける

③

乾電池のはずしかた

【問い合わせ先】
総務課　☎９５－１１１１
　　　　IP050-5207-3000

防災行政無線
戸別受信機の乾電池交換を

しましょう
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わ
せ
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納めた国民年金保険料 は

全額 が

社会保険料控除 の対象です

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において金額が社会保険料
控除の対象となります。控除対象となるのは、平成 29年１月から 12月
までに納付した保険料が対象です。また、自分だけではなくご家族の負担
すべき保険料を支払っている場合、その保険料も合わせて控除が受けられ
ます。

　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証明する書類の
添付が必要となります。
　このため、平成 29年１月１日から９月 30日までの間に国民年金保険
料を納付された方については、11月上旬に日本年金機構から「社会保険
料（国民年金保険料）控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際
には、必ずこの証明書または領収書を添付してください。
　また、10月１日から 12月 31日までの間に、今年はじめて国民年金保
険料を納付された方については、翌年の２月上旬に送付されます。

　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一の
ときにも心強い味方となる制度です。保険料は納め忘れのないようキチン
と納めましょう。
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「マルカレード・ホテル」･･･ 東野圭吾　集英社
「ワルツを踊ろう」･･･ 中山七里　幻冬舎
「枕草子のたくらみ」･･･ 山本淳子　朝日出版
「限界の正体」･･･ 為末大　SBクリエティブ
「ある日うっかり PTA」･･･ 杉江松恋　KADOKAWA

　インターネット、携帯電話から検
索・予約ができます。
　右のＱＲコードから携帯サイトへ
アクセスできます。

新 刊 案 内

図書館だより
図書館本館☎ 83-1760　IP050-5207-4600
羽須美分館☎ 88-0001　IP050-5207-6000
石 見 分 館☎ 95-1044　IP050-5207-2400

11月１日 (水) ストーリーテリング勉強会（本館）
18日 (土) おはなし会
19日 (日) テラブレーションin邑南（石見）
26日 (日) 読書フェスティバル

読書フェスティバル 邑南in

11月 26日（日）
第１回ビブリオバトル

笑顔あふれる絵本ライブ !!
「うたって、おどって！？楽しい絵本」
親子でご参加ください !!

【時間】　９：30～ 11：00
【場所】　図書館本館

【講演会】　絵本作家　さいとうしのぶさん
【時　間】　13：00～ 14：30
【場　所】　田所公民館ホール
【参加費】　無料
※講演会終了後、書籍販売・サイン会があります。
＜さいとうしのぶさんプロフィール＞
　堺市生まれ。嵯峨美術短期大学洋画科卒業。絵
本サークル「ぴーかーぷー」
で手作り絵本を広める活動
を行う。著書に「あっちゃ
んあがつく」「しりとりしま
しょ！」（リーブル）「行事
とあそびのえほん」（のら書
店）など多数。

ぬいぐるみのお泊り会も
同時開催！！

　講演会・サイン会の終了後、図書館に移動し、ぬ
いぐるみを寝かせてからお帰りください。夜、図書
館でぬいぐるみがどのように過ごしているのか写真
でお知らせします。
　ぬいぐるみの受け取りは 11 月 28 日（火）～ 12
月３日（日）です。
＊申し込みが必要です。

映
画「
食
堂
ゆ
す
か
わ
」

上
映

　

人
口
約
３
４
０
人
、
高
齢
化
率

54
％
の
限
界
集
落
で
あ
る
愛
媛
県

遊
子
川
地
区
の
住
民
が
、
地
域
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
、
特
産
の
高
地

栽
培
ト
マ
ト
を
モ
チ
ー
フ
に
、
四

季
の
美
し
い
遊
子
川
の
風
景
と
、

そ
こ
に
生
き
る
人
間
関
係
を
描
い

た
手
づ
く
り
の
作
品
で
す
。　

【
日
時
】

　

11
月
５
日（
日
）

　

10
時
〜
12
時（
開
場
９
時
30
分
）

【
場
所
】　

田
所
公
民
館

【
内
容
】

第
１
部　

遊
子
川
地
区
の
取
り
組

　
　
　
　

み
等
事
例
紹
介

第
２
部　

映
画「
食
堂
ゆ
す
か
わ
」

　
　
　
　

上
映

＊
入
場
無
料

【
主
催
】

　

ス
キ
ッ
プ
の
会

　
（
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
会
）

【
後
援
】

　

邑
南
町
・
邑
南
町
教
育
委
員
会
・

公
民
館
連
絡
協
議
会
、
邑
南
町
社

会
福
祉
協
議
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

田
所
公
民
館

　

☎
８
３
‐
０
５
１
８

　

IP
０
５
０
‐
５
２
０
７
‐
４
４
０
０
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平
成
29
年
 10
月
15
日
発
行

■
発
行
/邑
南
町
役
場
　
■
企
画
・
編
集
/総
務
課
　
■
印
刷
/柏
村
印
刷

〒
696-0192　

島
根
県
邑
智
郡
邑
南
町
矢
上
6000

番
地
　
1
 0855-95-1111

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】 http://w

w
w
.tow

n.ohnan.lg.jp/

　

世
代
間
交
通
安
全
教
室
へ
取
材
に
行
っ

た
際
、
飲
酒
運
転
疑
似
体
験
ゴ
ー
グ
ル
を

か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
視
界
が

ゆ
が
み
、
ま
っ
す
ぐ
歩
い
た
つ
も
り
で
も

床
に
貼
ら
れ
た
直
線
テ
ー
プ
か
ら
は
大
き

く
外
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な
状
態
で
も

し
車
を
運
転
し
た
ら
と
考
え
る
と
恐
ろ
し

い
で
す
。
参
加
し
て
い
た
お
子
さ
ん
た
ち

の
笑
顔
を
見
て
、
改
め
て
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
は
る
か
）

ご
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

交
通
安
全
対
策
と
し
て
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
８
基
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね

島
根
お
お
ち
地
区
本
部 

様

人口の動き
（平成29年９月30日）

前月比 前　年
同月比

　男　／ 5,244 人 -7 -77
　女　／ 5,795 人 -1 -126
　計　／ 11,039人 -8 -203
世帯数／ 4,980 世帯 -2 -35
　　　　　　65歳以上の割合 43.0％

※住民基本台帳人口（外国人含む）を使用しています。

邑南町地域支えあい推進員
　

邑
南
町
で
は
、
町
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら

生
活
し
て
い
け
る
環
境
づ
く
り
を
目

指
す
た
め
、「
邑
南
町
地
域
支
え
あ
い

推
進
員
」を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
員
】　

若
干
名

【
資
格
要
件
】

　

地
域
に
お
け
る
助
け
合
い
や
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
実
績
の
あ
る

人
、
ま
た
は
地
域
に
お
け
る
助
け
合

い
に
対
し
熱
意
が
あ
り
地
域
で
の
調

整
機
能
を
適
切
に
担
う
こ
と
が
で
き

る
人
。

【
募
集
期
間
】

　

10
月
23
日（
月
）〜
11
月
10
日（
金
）

【
申
込
み
方
法
】

　

福
祉
課
、
各
支
所
福
祉
係
の
窓
口

に
あ
る「
応
募
用
紙
」に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

面
接
を
実
施
し
、
採
用
を
決
定
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

福
祉
課（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
９
５
‐
１
１
１
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（生活支援コーディネーター）募集 !!
【調査します】
◆地域にある社会資源（生活支援・介護
　予防・住まい・医療介護など）
◆地域で不足しているサービスや支援

【開発します】
◆地域で不足しているサービス
◆高齢者が活動できるサービス

【ネットワーク】
◆地域の関係者等への働きかけや情報
　共有
◆関係機関との情報共有と連携づくり

【育成します】
◆生活支援・介護予防の担い手
◆担い手養成の企画や事業の実施

　

広
島
東
洋
カ
ー
プ
が
２
年
連
続
８
回
目

と
な
る
セ
・
リ
ー
グ
優
勝
を
達
成
し
ま
し

た
!!
今
年
は
邑
南
町
も
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー

グ
の
公
式
戦
を
開
催
し
た
り
、
マ
ツ
ダ
ス

タ
ジ
ア
ム
で「
わ
が
ま
ち
魅
力
発
信
隊
」と

し
て
宣
伝
を
し
た
り
と
、
カ
ー
プ
と
関
わ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。
次
は
悲
願

の
日
本
一
。『
最
高
で
〜
す
！
』

と
お
い
し
い
ビ
ー
ル
が
飲
み

た
い
で
す
。（
さ
と
し
）


